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SASによるデータベース利用法

SASによるデータベース利用法
一医療用データベースの経験から一

竹下　節子＊，廣田　安夫＊

1．　はじめに

　疫学調査データ，臨床的研究データ等を，総合的に解析するために，汎用統計パッケージSASを

使ってデータベースを作った［1］．

　SASはDBMSとして作られたソフトウェアではないが，データベースを維持管理するのに必要な

機能を備えていると考えられるので，私共の経験を紹介してユーザーの便宜を計るのが本稿の目的で

ある．

2．1　データベース作成上の機能

　SASのプログラムは，基本的にはDATAステップとPROCステップの2つのステップの組の列か

ら成る．2つのステップに含まれる機能は，図1のように非常に多いが，データベース作成上からは，

DATAステップの機能が重要である．
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図1．　SASの機能
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解　　　説

21．1　生データの入力方法

　カード，ターミナルからの入力およびすでに磁気テープやディスクにあるOSファイルからの入力

が可能であるが，SASで有利なのは，入力の形式がリスト形式，フォーマット形式等，多様な入力

形式があり，SASのために改めてデータを作る必要がない点である．

21．2　SASデータセジトの作成

　DATAステップには，　SASデータセット＊に加工をして新たなデータセットを作ったり，複数の

データセットを連結したり，MERGEしたり，　UI）DATEする機能等が豊富で（図2），データベー

スを作成するときには，これらの機能を繰返しながら，次第に完全なものに作り上げることができる．
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図2．DATAステップの諸機能
　　　　　　　　　　SAS　data　set
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DATA

ob51
0b52
0b＄3

。blo

　　　data　set　labeI
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nar：艦、！e翻叔mat

historY：50urce　statements　used
　　to　create　the　data　set

図3．SASデータセットの構造

＊SASで作られたデータセットで，図3のような構造を持つ．以下データセットと言う．
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SASによるデータベース利用法

　　　　　　　　　　　　ホ
2．1．3　変数および観測値の選択

　解析に必要な変数の選択，あるいは観測値の選択は，無駄な処理を省き効率の向上に繋る．図4の

FIRSTOBS，OBSは，データセットから取出す観測値の範囲を，　KEEPは取出す変数を示す．作

成するデータセットに含む変数の指定にも使える．KEEPと反対の役割をもつものにDROPもある．

DELETEは観測値を消去する．

19？DρTq，　　①②③｝2θ？　…登旦工二旦二日IHsns百《RξρD一　　　　　　　　三十　　≡　　｝’εP三「r『育n付E「解粥E2　SE》⊂
2ヱ？　　　　　　　BIRTH　DEρ“「H　S37∪5　S37∪2）；

一’〔

221？こ一一rF－S『37σ2≡：一’TF｛E『σ亡E亡rE了一一一一一一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一一

23？PROC　PRINTヲ④一

NσTE‥－D月Tq　SEτ　U　　∫〈．－DRTn4－’HρS　42－OBSERUρ丁τσNs　nN　一　　　　　　　一　一　　　　　　　　7↑Rκ『「

　　　　⑦
一一 2二4？『’RON：一’　　〉‥’一一｝一一一一⌒’一一一一　｝　一一＾　’　　　一一一一’一　　　　一一　　’一　　　　一ひ’一．　一．一一

　　　　　　　　　⑧

竺㌻㌢⌒工一一÷蒜：顎⑥
①データセットA・HIHSAS5より取りだ　④オブザーべ一ションの消去

　すオプザーべ一シ・ンの先頭を指定する．　⑤SASのもつ出力プロシジャー

②取りだすオブザーベーシ・ンの最後を指　⑥⑤の出力結果の一部

　定する．　　　　　　　　⑦SASのメッセージ
③取りだす変数名の指定　　　　　⑧⑤の実行

図4．変数，観測値の選択

21．4　変数の長さの変更

　SASの変数は，数値変数と文字変数の2種類がある．文字変数は，1～200バイトの指定が可能

で，住所，名前などに利用できる．数値変数は，DATAステップで処理をされる場合は，通常8バイ

トである．データの性質により8バイトを必要としないときには，バイト数の少ない方が，記憶域も

少なくてすみ，効率的でもある．図5のLENGTHは．変数の長さの変更を行うSAS文である．整数

値の場合には，図6のように2～8バイトの変更が可能である．

　39？　　DρT口　c；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5i80ificant

　40？　　　SET　n．SRS日P∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oi8“＄　　　　　　匂r8●se‘nte8●r

｛＾πテー庄再訂百ヌGロ亘二百示了石「西『百雨E1一κβ百百⊂ラ＝　　1・・8由　M・i祠　R・P・⌒t】匡口d旬

一1鶴一蓋麟櫟芸器告智芸≡些3；①一　i　i　蕊i
　442＿　　RりN．；＿＿＿＿　　　　　＿　　　　　一＿＿＿＿　＿一，＿＿＿＿＿一．．＿＿＿＿＿．一＿＿　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　4，294’967．295

N〔〕TE：　Dρ丁ρ　SE丁　｛」ORI〈．C　H月S　10013　0BSER）自TIONS　臼ND　　　　　　6　　　　　　12　　　　　　1，099，511，627．775

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　14　　　　　　　281．474，946，710，655
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　16　　　　　72ρ57．594・037，927．935
①KGAN　1などの変数の長さを2バイトに変更する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6　整数値のバイト長，有効桁と最大値

　　　　　　　　図5．変数の長さの変更

＊オプザベーションのこと
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解　　　　説

21．5　自動的な欠測値

　医療データには欠測値が多く，そのコーディングは，労力のいるものである．SASには自動的な

欠測値が用意されているので，入力データ上はブランクのま、でよい．数値変数は．（ピリオド），

文字変数は一（ブランク）が入る．新たにデータを作成する場合には，特に便利かと思われる．

　以上，データペース作成上からSASの機能を見た．2．1．1，2．1．2は当然のことであるが，2．1．

3の選択機能，2．1．4の変数の長さの変更機能は，できるだけ大量の情報を少ないスペースに格納

することを可能にする．2．1．5の欠測値以外に，特定の欠測値を作ることはもらうん可能である．こ

のようにSASにはデータ作成側の労力を省くことが考慮されている点がありがたい．

a　編集機能EDI　TOR

　できあがったデータベースの内容の修正，変更，追加の機能にはEDITORがある．これは，デー

タセットに直接にアクセスし，変数名によって内容を取扱う．データセットの記述部（図3のDES－

CRIPTORS）の変更ができないので，変数名の追加はできないが，観測値の追加は，データセット

の末尾にその観測値をおくことによりできる．直接アクセスのため，一旦変更されると復元はできな

い．観測値の消去は，そのすべての変数の内容を欠測値にすることであるために，多数の観測値を消

去しても観測値の総数，したがってデータセットの大きさが小さくなる訳ではない点を注意すべきで

ある．図7はEDITORの例である．データベースを直接に編集できる機能を備えている点は，プロ

グラムによる編集あるいはUPDATEによる編集などと異り，効率的であり，　SASがDBMSとして

使える1つの利点である．

2つ　　PROC　EDITOR　D月丁n＝口．TES丁（REρD＝Tκ　PRO丁ECT＝HISq）；

NOTE：　SnS　S丁OPPεD　PROCESSIN6　THIS　STEP　BECnUSE　OF　　RRORS．

一

訪 撒②’　　　　　　　　　①
　　4？撚4③
ENTER　CO　阿　NDS　OR　’HELP；’

S月S　EDI丁OR．　FOR　DIRECT　INTERρC丁1UE　EDITING　OF　S月S　DqTρ　SETS．
臼LL　CO門何ρNDS　HUS丁　BE　FOLLOωED　ωITH　ρ　SEHICOLON　（；）．
THERE　ORE　10　CO阿門nNDS　（臼LL　S∫阿ILnR　TO　THE　TSO　TEXτ　Ei）1丁OR）．

LIST　　　 REPLnCE　FIND　　　 DELETE
END　　　　　HELp　　　　nDD　　　　 UERIFV
DOωN　　　UP

εNTεR　7HELP7　ρND　ONE　OF　l「Hε　CO暦♪fqNDS　FOR　ρ　DESCRIP丁10N

OF　THρT　CO何門ρND．　ENTER　，HELP　OTHER；7　FOR　OTHER　HEI＿P．

5つ　2θ：④
　20　1D＝　00　＿T∨PE＿＝1　＿FREQ＿＝10　HEI6Hτ＝148．93　UEIGHT＝52．6　CHOL＝ユ48．75
SBP＝193盾6667　DBP＝91．2　HEISE＝θ．6363175　UEISE＝1．1θ755　CHOLSε＝24．43267
SBPSE＝6．329573　DBPSE＝4．664338　NO阿E1＝1■■■■■■■■●　Nn阿E2＝　　　　　　　　　SEX＝1　0GE＝76

FIRST＝336θ428　LρST＝3531θ03

　　2θ　ID＝ヱθθ　＿丁∨PE＿＝1　＿FRE（⊇＿＝10　HE工6HT＝ユ49　｛JEIGHT＝52．6　CHOL＝148．75

3曾P＝193。6667　DBP＝91．2　HEISE＝θ．6363工75　』｝EISE＝1．10755　eHOLSE＝24．43267
一一§「≡言吉：「3西5荊「－5百戸言E＝4　．664338　　NO「ηE1＝iiiiii■ii■■l　　N　n門E2＝遍■‖■■■■■1■■O　　SEX＝　1　　ρ6E＝76

　FIRS丁＝336θ428　LRST＝3531003
9？　　nDD　ID＝990　HEIGHT＝170言

……汀・一⑦一⑥　　　　　　　一一　　　21　　　＝9～lk）　＿T∨PE＿＝．　＿FREO＿＝信　HEIGH丁＝170　L∫EIGHT＝．　CHOL＝．　SBP＝．　DBP＝．　HEISE＝．

ωEISE＝．　CHOLSE＝．　SBPSE＝．　DBPSE＝．　Nρ♪1ε1＝　N月阿E2＝　SEX＝．　ρ6E＝．　FIRS丁＝．　LOST＝．
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SASによるデータベース利用法

一 携撒；．FR三＿li＝EI酬卜．㎝。L＿。．　DB＿，、．．

＿　し∫EISE＝．　CHOLSε＝．　SBPSE＝．　DBPSE＝．　N臼河E1＝　N角「1E2＝　SEX＝．　ρGE＝．　FIRST＝．　LqST＝．

ユ07つ　FIND　qLL　1，LρST　ID＝　　°

FOUND　RT　O日S＝ユ54
FOUND　RT　O日S＝155

⑪

FOUND　F｝T　OBS＝156
FOUND　nT　OBS＝157
FOUND　ρ丁　OBS＝158
FOUND　θ丁　OBS＝159
FOUND　θτ　OBSz＝160
FOU卜∫D　qT　OBS＝ヱ6工

FOU～D　ρ丁　OBS＝ユ62

NOτ　FOUND．　OBS＝451

6？　　　　　’　⑭
＿ヱ乙＿旦些L且LLユ2］堕旦T　ID＝50；
NOT　FOUND．　OBS＝22
　8？L　22；
　　22　1D＝93　Nn「1E1＝1■■■N臼「寸E2否　SEX＝2　BIRTH＝139a4θ3　DEρTH＝②　DρTE＝35　θ9θ6

0GE＝72　HEIGH丁＝149．7　1」εIGHτ＝38．5　EC6＝1　CHOL＝251　URINEP＝O　SBP＝129　DBP＝77．33333
　∨EθR＝53　GρNκεN＝9

－9つ22、、，，1吾…≡書些一L⑬
　　　22　Nρ門E1＝NODn　N臼阿E2＝P！OTO

①　EDITORコマンドの入力　　　　　　　　⑥で指定のない変数には，　missing．　value

②起動　　　　　　　　　が入る．
③SAS　EDITORに含まれるコマンドの　⑨オブザーベーシ・ンの消去

　一覧表の出力　　　　　　　 ⑩⑨で消去したオブザーベーシ・ンは，す
④LIST　20；の意味．20番目のオブ　　ベての変数の値がmissing　valueにかわ

　ザーベーションの出力　　　　　　　　　　　　るが，オブザーベーションとしては，のこ

⑤内容が変化したときに変化した変数の　　っている．

　値を出力する．　　　　　　⑪データセット全体でID＝50のものを
⑥オブザーベーシ・ンの追加．最後のオブ　 さがして，すべてを出力する．

⑦ザ三∴㌫追加される’　⑬｝；蒜㌫≡㌶㌶㌶
⑧追加されたオブザーベーシ・ンの出力　　の値を出力する．

A　データの保護

データベースの保護は，OS上のものと，　SASのものと2種類がある．他の課題番号からのファイ

ル消去に対する保護，OLD指定による無資格者の使用からの保護などは，　OS上の保護である．　SAS

の持つ保護機能としては，読出し保護（READパスワード指定），消去保護（PROTECTパスワード

指定）の2つがある．これらは，DATAステップでデータセットを作成するときに指定する．図8が

その例である．保護をつけて作成したデータセットは，パスワードが一致しなければ使用できない．

一 7一 　　　九州大学㍑計養機㍍一ぽ



解　　　説

REρD∨
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＿＿＿5．…こ＿PROC　EDI丁OR　DRTρ＝D．TEST；　　　　③

NO丁E言　D自τO　SET　D．ザESτ　H臼S　2θ　0日　　R「ORTIONS　F｝「刃D　19　UqRln百τコES．　198　0BS／1「Rκ：一

元；：㌧1；∵：き餐＝＿。＿＿司こ
一一一＾一← 　　’一｛一一・～　一一　一一㎡一粋一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　一r一可一一・一一　　　一一＿w

9？PROCεDIγOR　DρTρ・D．τEST〈PROτECT・HISρ）；⑤

9　　　PROC　EDI丁OR　DnT口＝D．TEST（PROTECT＝XXxX）；

…一一 　　 一一
　 一一一

一 　　　　　　　⑥一　　　　　　　　　　　　　163
163：　　D月丁ρ　Sε丁　月CCESS　IS　LI何ITED　B∨　REρD＝　P膚SS｛」ORD．

｝

CHECκ　ωITH　CREρTOR　OF　DnTR　SEi「　FOR　PnSS〔」ORD　TO　USE．
」0ヱ＿一一PROC　EDITOR　DnT午D・TEST（REnD・TκPROTEC丁・HI9ρ），⑦＿
NOTE言　SnS　S丁OPPED　PROCESSING　丁HIS　S丁EP　BECnUSE　OF　ERRORS．

，；｝：，＝蕊。R，，E、P，，

①SASデータセットを含むファイルの割り付け

②D・TESTに読み取り保護のためにREADのパスワードと消去保護のためにPROTECTのパス

　ワードをつける．

③D・TESTのパスワードを指定せずにEDITORで使おうとする．

④③に対するエラーメッセージ，パスワードがないため．

⑤D・TESTのPROTECTのパスワードを指定してEDITORで使おうとする．
⑥⑤に対するエラーメッセージ

⑦
　｝EDITORの実行⑧

　　　　　　　　図8．READパスワード，　PROTECTパスワードの例

パスワードの出力方法はないので，作成者は絶対これを忘れてはならない．これらの機能により，デ

ー タベースを使う資格のない者から読まれることはなく，管理者以外は，消去できない．前述した

EDITORを使用するときには，消去のパスワードも必要であるから，勝手に内容を書替えられるこ

とはない．これらの機能は，データベースを維持管理してゆく場合には，なくてはならぬものである．

5　SASユーティリティ

　EDITOR以外に，　SASユーティリティとして9個のプログラムがある．ここでは，特に便利で

あると思われる2，3をあげる．

5．1　SORT

　PROCステップのプログラムを使う場合，あるいは，データセットのMERGEをする場合等に，キ

ー となる変数の値によって分類する必要が多々ある．SORTはこの分類をする．必要なワークファ
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SASによるデータベース利用法

イルの指定は不要なので，簡単であり使いやすい．しかし，SASを起動する前に，　SASSORTコマ

ンドを入力しておく必要がある．

5．2　DATASETS
　1つのOSファイルの申にSASデータセットを多数格納しているとき，すべてのデータセット名，

それぞれに含まれる観測値の数，占有するトラック数，ファイルの中の使用トラック数等の情報を出

力する．セッション中に作成したWORKの中のデータセットについても同様である．

53　CONTENTS
　1つのデータセットに含まれる情報一データセットラベル，変数の属性，履歴（データセットが作

られるときに使用されたプログラム文）等が出力される．READ，PROTECTのパスワードの指定の

ある場合には，パスワードそのものの出力はない．

　この他に，DELETE，FORMAT，COPY，PRINT等がある．

6．　SASの問題点

61　マクロ文

　一まとまりのプログラム文に名前をつけて，その名前の引用で代行する方法としてMACRO文があ

る．図9は簡単なMACRO文の例である．　MACRO文は，定義後は，　SASプログラムのどこでも引

用できる．あらかじめ別の順編成ファイルにMACRO文を作り，使用時にSYSINファイルの先頭に

連結するという方法をとれば，後日も使用できる．これは現在のMACRO文による定義の方法では，

パラメータ渡しができないのでそれを緩和する1つの方法であろうが，必要に応じて，MACRO文の

一部をTSS　EDITORによって変更し使用するのは不便であり，同じパターンのMACRO文を多数

用意しておかねばならない結果になる．

　　OSIU／F4　　ε40　　　∪12LO2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜＜＜　　JCL　ST臼TEηENTS　LISτ　　＞＞＞
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20　　　　　イイ　＿　　　一▼9匹）＿竺＿＿一＿　　　　．＿．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

　　　　　．　一一　＿＿＿　　　　　　　　　　0θaoOθ40

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S丁n丁ISTIcnL　ρNOLVSIS　 S∨S丁
NOTE；　THE　JOB　F一阿　HnS　BFEN　RUN　UNDER　Rε｛＿EρSE　79，3日　OF　SnS　nT　κVUSHU　UNIUERSIT∨．

．一
　　一一＿一＿．一．一一＿＿③＿＿＿＿＿＿．＿＿一＿　　＿　　　　＿．　　＿一一
1　　　　　　　　　　　暦RCRO　H　　　R6、　（S8P＞＝160　0侵　DBP＞＝95）　＆　nGE＞＝65　Z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θa2θ9θ10

2　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　990θθ05θ
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NOTE言　Dn丁月　SE丁　ωORK．n　H口S　2θ　OBSERUρTIONS　ρND　8　∪自RI口BLES．　264　0θS！TRK．
NOTEξ　丁Hε　DnTR　ST臼TE阿ENT　USED　a．13　SECON〔）S　自ND　140κ．

①MACRO文のあるSequential　fileを　　③MACRO名
　　SYSIN　fileの直前におく。　　　　　④MACRO文の引用
②MACRO文の定義
　　　　　　　　　　　　　　　　図9．マクロ文の使用例
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解　　　　説

62　TSS使用上の問題点

　SASをTSSで使用するとき，特に問題になるのが，ステップの途中でエラーのあるときの処理であ

る．エラーのあるステップを強制的に終了するのは，すっきりしている反面，利用者にとっては，再

度ステップの先頭から入力しなければならず，不便である．この点は，センターで用意されたSAS～

RUN等のコマンドを利用することにより幾分か軽減されている．　SASの今後のバージョンアップで

は，これらの点の改良を望みたい．

τ　ま　と　め

　医学的データ解析のためにSASを使っているが，　DBMSとしての観点からSASを取りあげた．デ

ー タベース作成のための柔軟な機能，編集機能，保護機能等を備えている点を考慮すると，SASは

DBMSとしても十分使えることがわかる．　SASのデータ構造は，表形式であり，簡単な関係モデル

様のものとも言われており，DBMSとしての使い方がそれほど的はずれではないと思われる．また，

我々の身近なところで使用できるDBMSがあれば，紹介していただけると幸いである．
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